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第４回 独立行政法人国立印刷局契約監視委員会（審議概要） 

 

開催日及び場所 平成２２年２月１８日（木） 国立印刷局本局特別会議室 

委員 

委員長 小林 芳郎 （明治大学法科大学院教授・弁護士） 

委 員 栗田  誠 （千葉大学大学院専門法務研究科教授） 

委 員 榎本 隆英 （独立行政法人国立印刷局監事） 

委 員 高橋 静雄 （独立行政法人国立印刷局監事） 

審議対象 １ 第１回契約監視委員会と同じ。 

審議対象 ２ 

「「契約における実質的な競争性確保に関する点検」について」（平成２２

年１月１９日総務省行政管理局事務連絡） 

 

※対象契約は、平成２１年度上半期（４月～９月）において締結した物

品調達等に係る一般競争契約であって、落札率が９０％以上、かつ、入

札における応札者が二者以上であったもの全て。 

 

議   事 内                   容 

 

 

審

議

対

象 

１ 

 

 

 

 

国立印刷局常勤の委

員による点検報告及

び持回り審議 

前回審議した案件（平成２１年度新規案件を除く）が属する類型（２類型）

の残りの案件について、前回の審議内容を踏まえて点検した結果、相当で

あることが報告され、承認された。 

平成２１年度新規案件については、第２回及び第３回の審議案件以外の残

りの案件について、審議内容を踏まえて点検し、その結果を各委員に対し、

持回り審議を行うこととした。 

 

［持回り審議の結果］ 

点検の結果、相当であることが報告され、委員長により承認された。（平

成２２年３月１５日） 

審

議

対

象

２ 

点検項目の審議 

調達物品の選定 

予定価格の算定 

政府調達の適切な実施 

委員からの意見・質

問、それに対する回答

等 

別紙のとおり 

審議の結論 指摘事項なし 

その他必要事項に係る確

認 
なし 

※ 点検結果については４月末公表を予定している。 
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意 見・質 問 回     答 

◇点検項目「調達物品の選定」 

  

 受注品製造の用紙について、顧客が特定銘柄を

要望する理由は何か。 

  

 

 流通経路は、製造者直販の方が安価となるので

はないか。 

 

 

 

 

 総合評価落札方式の案件は、総合評価技術審査

会にかけるのか。 

 

 

 

 

 入札の前に納入予定物品等の内容審査等を実施

している場合、実際にはどのように実施するのか。 

 

  

 

 

 

 

◇点検項目「予定価格の算定」 

 

 見積書の徴取は、従来の応札者から徴取するの

か。 

  

 見積書を１者から徴取したり、３者からであっ

たりするが、基準は何か。 

 

 

 

 

◇点検項目「政府調達の適切な実施」 

 

 国立印刷局では、８０万ＳＤＲ（約１億４千万

円）以上の契約はあるのか。 

 

 

 

 

 

多い理由としては、製品としての継続性である。

毎回、異なる用紙で製造することができない製品

である。 

 

用紙購入では、一般競争に付しても製造者が応

札してこないのが現状である。また、公的資料に

記載されている流通経路も、用紙は製造者直販で

はなく、代理店又は卸商を通しての流通となって

いる。 

 

 総合評価落札方式の場合においては、一定の基

準の仕様書を作成し総合評価技術審査会にかける

こととなる。今回の対象契約は、自動車の購入で

環境配慮契約法に基づく総合評価落札方式を行

い、業者を決定している。 

 

 仕様書に製品の規格を明確に記載し、業者から

その製品のサンプルや製品安全データシートなど

の提出を受け、国立印刷局で試験を実施する。 

 入札前に性能審査等がある場合は、入札説明書

等に記載して周知している。 

 

 

 

 

 

請負実績のある者、過去の応札者、同業種の契

約を請負った者に依頼する。 

 

 予定価格の算定にあたっては、公的資料による

積算を原則としている。ただし、公的資料による

積算が困難な契約は、できる限り複数者から見積

書を徴取することとしている。 

 

 

 

 

 ８０万ＳＤＲ（約１億４千万円）以上の契約は

あるが、今回の調査対象となっている４９件の契

約にはない。 

 

 

 


